
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月定例会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大崎町教育委員会 

 

 

 

 

 

 



  

　　○日　時　　　令和６年 10 月 23 日（水） 

　　　　　　　　　15 時 30 分から 16 時 30 分まで 

　　　　 

　　○場　所　　　教育長室 

  

　　○出席者 

 

　　　　教育長　　　　　　　　　穗園　正幸 

　　　　教育長職務代理者　　　　 口　信男 

　　　　教育委員　　　　　　　　二見　いすず 

　　教育委員　　　　　　　　吉田　博文 

　　　　 

 

　　○関係者 

 

　　　　管理課長　　　　　　　　相星　永悟 

　　　　社会教育課長　　　　　　宮本　修一 

　　　　管理課庶務係長　　　　　中野　伸一 

　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ○議事日程

  

　１　開会 

 

　２　前回会議録の承認 

 

　３　委員の報告 

 

　４　教育長行政報告 

 

　５　報告 

報告第 30 号   大崎町「文化祭」について 
報告第 31 号   大崎町「図書館まつり」について 

 

　６　委員から提出された動議の討論等 

 

　７　その他 

 

　８　翌月の行事等 

 

　９　閉会 

 

 

 ○会議要旨

 １ 開会

  

教育長

 

　ただいまから，10 月定例会を始めます。

 ２ 前回会議録の承認

  

教育長 

 

　異議なく承認

 ３ 委員の報告

  

口委員 

 

 

 

 

それでは、2 点ほどご報告いたします。 
まず 10 月 1 日 13 時半から鹿児島市教育委員会で、「鹿児島

県市町村教育委員会第 2 回幹事会」に出席いたしました。幹事

10 名中 9 名が出席されました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議内容は、まず令和 6 年度上半期事業報告として、県教委

連の総会・幹事会を 2 回実施したことや、全国教委連理事会・

総会へ 3 回出席したことなどの経過説明がありました。  
次に、議案（1）として、鹿児島県市町村教委連の負担金等

について審議がなされまして、物価高騰やこれまで計上できて

いない必要な経費を確保するために令和 7 年度から歳入を増や

す必要があるとのことから、令和 6 年 8 月に実施されたアン

ケート結果を踏まえて、①均等割を 5,500 円から 10,000 円に

増額し，②児童生徒数割の児童生徒数 3 万人以下の部分につい

て 1 人あたり単価を 4.5 円，3 万人超の部分について 1 人当た

り単価を 3.00 円にそれぞれ増額する改定を行いたいというこ

とでした。また負担金の見直しを 2 年ごとに 行うこととした

いとの案が審議の結果可決されました。 
その結果，令和 6 年度負担金総額が 43 市町村で 748,600 円

でしたけれども、増額した場合には来年度 993,100 円になり

244,500 円の増額となります。大崎町では今年度より 4,900 円

増の 14,000 円の負担予定ということになりそうです。 
次に議案（2）として、令和 6 年度の研修会開催案については

10 月 21 日に実施されました研修講話「鹿児島市の教育 DX の

実現に向けて」と題して木田博部長と、「鹿児島の文化財につ

いて」と題して藤井大祐主査にお願いする旨を承認されたとこ

ろでした。  
2 点目に、21 日から 22 日の「曽於地区教育振興会管外研

修」に参加させていただきました。21 日の教育 DX については

GIGA 第 2 期における端末更新のための整備事業計画について

鹿児島市の状況説明がありましたが、校務 DX 計画や学習機会

を拡大する 1 人 1 台の端末の活用がより深くなることや AI 型
デジタル教材などの出現で、子供たちの授業や学習スタイル、

また保護者間のコミュニケーションスキルが今後急速に様変わ

りするんだろうなという風に感じたところです。ただ心配する

のが、今でさえ子供や保護者対応などで心身疲弊されている先

生方が多くて退職される先生方も多いので、さらに教育 DX の

取り組みの中で負担がかかることのないような対策も求められ

るのかなと思うことでした。 
文化財の保存と活用についての講話は、飽きない話術で聞き

やすい説明でした。  
文化財保存の過程を後世に伝えていくために、情報公開を積

極的に実施したり、郷土の文化財を学ぶ上で、児童生徒の総合

的な学習の時間に活かされて素晴らしいなという風に思うとこ



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろでした。 
あと 1 点。22 日は県庁内において義務教育課から、夜間中

学とは題して「いろは中学校」校長の加藤先生からパワーポイ

ントを用いて説明していただきました。冒頭，義務教育課長や

指導監の歓迎を含めての挨拶をしていただきまして、想定外で

驚いたところでした。  
加藤校長先生から、夜間中学設置については、様々な理由で

義務教育を修了できなかった人、そして不登校のためにほとん

ど学校に通えなかった人、義務教育を修了してない外国籍の人

を対象とした夜間中学で、昼間の中学校と同じ中学校のスタイ

ルになるということでした。全国の既設夜間中学校の設置は 53
校あるようです。鹿児島県内のニーズとしては、入学希望者を

調査したところ 136 名あったそうです。このうちに 14 名外国

人を含んでいるということでした。夜間中学で学びたい理由と

してアンケートを取ったところ、中学校を卒業したが十分に学

べなかったからとの理由が多かったらしいです。夜間中学の検

討委員会というのがあって、そこの答申としては、まずは県が

モデル的に 1 校設置すべきであり、その上でニーズのある市町

村に対して夜間中学設置にかかるノウハウを提供していくべき

であり、鹿児島市内設置が望ましく、既存の施設を活用、そし

て早期に設置することが求められたということでした。  
ご存知のように、開陽高校に設置ということになったようで

す。夜間中学の 1 日の学校生活は、夕方の 5 時 25 分から 9 時

まで、40 分授業の 4 コマで、4 月から 9 月までの前期と、10
月から翌年の 3 月までの後期の 2 学期制ということでありまし

た。小学校の学習内容も学べるとの説明がありました。そして

入学試験がないということでした。面談のみとのことで、制服

もなし。本年 11 月から面接が開始されるそうです。現在、高

校入試を控えての理由なのかはっきりしないのですが、現在中

学 3 年生の保護者からの問い合わせが多いということでした。

最後に福岡県の福岡きぼう中学校、これも夜間中学校ですけ

ど、登校されている高齢者の女性と外国籍の女性，2 人の生徒

さんへ、鹿児島県義務教育課長がインタビュー取材された動画

が流されました。この生徒さんのお 2 人とも学校生活が楽しい

と表情豊かにインタビューに答えられておりました。いろは夜

間中学校開校準備にあたって、いろんな課題が次々に上がって

きて、手探りの状況とのことでした。夜間中学について熱意を

感じる説明をしていただき、大変いい勉強になりました。 
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吉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 日の教育委員の研修に参加をさせていただきました。  
2 つ講演があったんですが、大変興味深く聞かせていただきま

した。  
教育 dx という、わからないところもたくさんありながら、

ただ可能性がすごくこう広がって、それが使いこなせていけば

非常に便利なものだっていうのはとてもよくわかったんですけ

れども。  
最初の鹿児島市教育長のお話の中にも、退職をなさる先生が

いらっしゃるという、溝口委員からもありまして、重複するん

ですが、すぐ慣れる方と慣れるのが難しい方という，人それぞ

れですので、やはりサポート体制というか、こういう時にはこ

こがサポートしますよという、気軽にわからないことがあった

時に聞ける雰囲気とか、そういうことは大切なのではないかな

と思いました。  
もう 1 つ、文化財の保存と活用についてということについて

は、磯周辺のものが、明治の遺構が世界遺産になったという時

に、良かったというそれだけ思ってたんですが、それを管理な

さる方々のご苦労ですとか、責任とか、そういうものが、すご

く伝わってきましたし、吉野地域の皆さんをこう巻き込んで、

色々なことをなさっているというのが、大変素晴らしいなとい

う風に思いました。以上です。 
 
 
自分の子供がいる関係なんですけども、13 日の日曜日に中央

公民館で大崎中学校吹奏楽部定期演奏会を見に行ってまいりま

した。  
体育系の部活は大体中体連が 1 学期の最後ですので、大体そ

れで 3 年生が引退という風になるんですけど、昨年も申しまし

たけど、吹奏楽部の場合はこの定期演奏会が大体 3 年生の最後

の舞台ということで、本当に、夏休み期間中もですね、2 学期

に入ってからの土日祝日ももうほぼずっと練習をされていたか

と思います。  
昨年は、卒業する 3 年生だけのセッションや新入生のダンス

とかあって、見に来ておられた中学校の在校生の方もかなり盛

り上がってたんですけども、今年は顧問の先生の方針かもしれ

ませんが、演奏に集中ということで本当にシンプルに、昨年よ

りは演奏レベルが上がってるなと思うところでした。  
続いて、3 年生最後の舞台は文化祭だとは聞いてますけど、一

応これで３年生は引退ということだったそうです。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あと 21 日の市町村教育委員会研修会に皆さんと一緒に出て

まいりました。いろいろ説明を受ける中で、私的に不思議だな

と思ったのが、その説明の中の教育 DX に関わる当面の KPI と
いう目標のところで，令和 5 年度は、例えばファックスでのや

り取りとか押印を原則廃止した学校が 1.1 パーセントしか今な

いとか、あと、生成 AI を校務で活用する学校が今 1.2 パーセ

ントしかない現状を、令和 7 年度にはもうそれぞれ 100 パーセ

ントとかの数値が目標になってるので、それをどういう風に

持っていくのかなっていうのが非常に気になったところではあ

りました。また機会がありましたら聞いてみたいと思います。

以上です。 

 ４ 教育長行政報告

  

教育長

 

※資料に基づき報告 

 

1 日 朝礼　校長中間申告 

2 日 ふるさと学寮開校式 

4 日 決算審査会　へき地・小規模校研究公開(持留小） 

7 日 町老人クラブ理事会教育長と語る会 

8 日 県教委訪問 

10 日 小学校陸上記録会 

11 日 町長協議(東海大崎会)， 

大崎小・大崎中訪問(台湾交流) 

13 日 東海大崎会総会 

14 日 東海大崎会総会 

16 日 教育振興計画策定状況ヒア(社会教育課) 

17 日 教育振興計画策定状況ヒア(社会教育課)， 

税の作品審査 

18 日 自殺対策計画策定委員会 

19 日 県民レクリエーション祭準備・懇親会 

20 日 県民レクリエーション祭 

21 日 市町村教委連研修会 

22 日 市町村教委連研修会　県教委との意見交換会 

23 日 教育委員会定例会 

24 日 小中一貫・ＣＳフォーラム，懇親会 

25 日 菱田進学塾打合せ 

26 日 野方小運動会，愛生会運動会 

27 日 中沖小・分館運動会，菱田小運動会 



 

 

 

 

 

 

 

 29 日 公民分館長会，大崎小研究公開 

 

10 月の主な行政報告は以上です。 

 ５ 報告

  

社会教育課長 

 

 

報告第 30 号   大崎町「文化祭」について 
報告第 31 号   大崎町「図書館まつり」について

 ６ 委員から提出された動議の討論等

  
教育長 

 
発言がないので動議はないものとします。

 ７ その他

  

 

 

特になし

 ８ 翌月の行事等

  

管理課長

 

11 月１日から 11 月 30 日までの行事を資料に基づき報告 

 ９ 閉会

  

教育長 

 

以上で，10 月定例会を終了いたします。 

以上




